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東京都市域におけるリモートセンサとゾンデを用いた境界層高度日変動
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現在の都市大気環境において、ヒートアイランドや大気汚染といった深刻な問題が顕在化してい
る。都市大気境界層高度は、大気境界層内の流れを支配する重要なパラメータの一つであり、地
表面近傍の気象場（例えば、汚染物質濃度）に、大きな影響を及ぼしていると考えられている。
しかしながら、観測場所・技術の制限から実都市での直接観測事例は少なく、メソ気象モデルに
おいても用いる境界層スキームによって大気境界層高度が大きく異なる結果を示すなど、都市大
気現象の予測には不確実性が大きい。
これについて、東京都小金井市に位置する情報通信研究機構（NICT）では、ウインドプロファ
イラやシーロメータ、ドップラーライダーといったリモートセンサを用いて、都市大気境界層高
度変動特性について多角的な観測を実施する。
本発表では、異なる手法から推定される都市域の大気境界層高度日変動の違いについて、2010
年2月に実施するラジオゾンデ集中観測の結果を交えて報告する。
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